



































※ 本論における Mauriac の作品の引用の訳については，春秋社版『モーリャック著作集j の訳
を使わせていただきました。
1) Fran輟is Mauriac，伍U7'res comp必'/esTome VIIl, Fayard, 1950-68, ).283. 




































































































7) Fran輟is Mauriac, <Eu'ln's comρlélrs Tome 1I, Fayard, 


































9) J bid. 、 p.87.





と jl3) に憧れ，逆に凡庸な人間に対して強い優越感をもっているo 彼女は，
「まるで若いはちきれそうな豚のようにJ14) 肉の快楽に夢中になり「財産を
持っていること，猟をすること，車を動かすこと，食べたり飲んだりするこ





















11) Ibid., p. 225. 
12) Ibid., 
13) Ibid., p. 223 
14) Ibid., p. 196 
15) Ibid., p. 250. 
16) Ibid., p. 204. 
17) Ibid., p. 191. 
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23) Fran輟﨎 Mauriac， α'/( 1'1.~s ClJmj>INcs Tome VIII , Fayard, 1950-側、 p. 2ﾟO. 
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たと思う。































24) Georges HOllrdin, Mauriac l~omancier chrétien, Les Editions dl Temps Pr白叩1 ， p. 16. 






















26) p. H ・シモン著，平井啓之訳， r現代フランス文学史』紀国犀諸:店， 1960、 p. 191. 
